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直後に緑葉揮発成分 (GLV) が多く捕集された。 2~5 時間後には印PVs が多く検出された。加害終了後 24
時間後にはこれらの成分の量は減少し、 48時間後さらに減少した。一方、機械傷株においては、傷をつけ








寄生蜂を用いたHIPVsに関する報告は多いが、寄生バエに関しては 10種に満たな ")0 寄生蜂と共に寄生
バエは、農業生態系では重要な天敵であるものが多いが、その生理・生態は十分に解明されているとは言え
ない。本研究は、先行研究でブランコヤドリバエのHIPVsに対する誘引性が確認されている結果を受けて、
植物側の揮発性物質の変化とそれに対する寄生バエの反応行動の観察に焦点を当てたものである。従来の、
回PVs研究では植食性の食害のあと数時間経過して放出される物質が寄生蜂を誘引する例が多く報告されて
いるが、ブランコヤドリバエの場合には、加害後数時間経過したトウモロコシはもちろんのこと、加害直後
にも誘引され、また機械傷を付けた葉にも誘引されることが示された。この研究成果は、寄主範囲の広いヤ
ドリバエと寄主範囲の狭い寄生蜂とで、植物揮発成分への反応に大きな違いがあることを示している。また、
揮発成分分析の結果、食害直後の成分は機械傷で放出される成分と共通しており、主としてGLVが同定され、
雌バエの誘引に関わっていると思われる。さらに、寄主加害植物上のブランコヤドリバエの行動が未加害植
物に比べて探索歩行が多く見られたことは今までにはない成果で、新規データとして評価できる。
以上のように、本研究は天敵昆虫・植食性昆虫・植物の三者系において昆虫の行動、植物化学成分の両面
からのアプローチが行われ理解を深めたことからその成果を高く評価できる。
平成24年1月27日、学位論文審査委員会において審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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